
２年生 
児童 １５名 

 

平成２６年１１月２８日（金）２校時 会場 

体育館 

 
≪生活科学習指導案≫ 

作って ためして 
～おもちゃランドで楽しもう！～ 

学習指導要領解説から考える！ 
～本単元・本時の「内容・ねらい」について～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の学習指導要領改訂から… 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 ここの内容で大切にしたいのが、「比べる」「繰り返す」「試す」などの活動である。「比べる」ことで相

違点や共通点に気付いたり、「繰り返す」ことで「どうしてかな」と疑問が生まれたりする。また、体験を

生かして「試す」ことで、「いつもこうなる」ときまりに気付くことなどが考えられる。 

 遊び自体が楽しいことであるが、友達や相手（本単元では保育園児）とのかかわりがあると、さらに楽

しいものになる。競い合ったり、力を合わせたりできるからである。友達や相手（保育園児）とのかかわ

りを通して、約束やルールが大切なことや、それを守って遊ぶと楽しいことに気付いていく。このように、

児童は、遊びを通して他者とのかかわりを深めたり広げたりしていく。 

目標（２）自分と身近な動物や植物など自然とのかかわりに関心を持ち、自然のすばらしさに気づき、

自然を大切にしたり、自分たちの遊びや生活を工夫したりすることができるようにする。 

内容（６）身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりなどして、遊びや遊びに使う物を工夫

してつくり、その面白さや自然の不思議さに気づき、みんなで遊びを楽しむことができる

ようにする。 

①気付きの明確化と気付きの質を高める学習活動の充実 

 「見付ける」、「比べる」、「たとえる」などの学習活動を行う 

②伝え合い交流する活動の充実 

 言語活動によって他者と交流し認め合う → かかわることを楽しみ、多くの人と交流しようとする 

③自然の不思議さや面白さを実感する指導の充実 

 身近な物を使って、遊びに使う物を作ることで、科学的な見方・考え方の基礎を養う。 

教材分析の“今回の切り込み口” 

目標（４）身近な人々、社会及び自然に関する活動の楽しさを味わうとともに、それらを通して気付

いたことや楽しかったことなどについて、言葉、絵、動作、劇化などの方法により表現し、

考えることができるようにする。 

 

自分のおもちゃをパワーアップさせよう！ 
《前時まで》 

・もっと速くしたい 

・たおれないようにしたい 

・ゴムがひっかからないようにしたい 

どうして上手くいかないのかな？ 

・○○君は「ほ」が大きいね。 

・ゴムのかけ方が違うね。 

ストローをまっすぐにつけたら？ 

前より、□□になったよ！ 

《ホワイトボードの活用》 

グループの友達とパワーア

ップの方法を考え、ホワイト

ボードに書くことで、 

“見える”交流を！ 

 



＜児童の実態＞ 

  

 

《省略》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜研究の視点＞ 

（１）指導計画の工夫改善 

 本単元では、出会いの過程において、児童が自分も

おもちゃを作って遊んでみたいという意欲が高まる

よう、十分に遊ぶことができる場と時間の設定を工夫

し、児童が友達と仲良く遊んでいたり、おもちゃの動

きについて気付いたりした姿を認め、褒める声掛けを

意識して行う。 

 作ったおもちゃを保育園児に紹介して一緒に遊ぶ

「おもちゃランド」を設定し、相手に楽しんでもらう

ための相手意識と目的意識をもった活動を展開する

ことで、単元を通して学習意欲が持続できるようにす

る。また、本単元では、身近にある物を使って遊べる

おもちゃを作って遊ぶ活動を展開するが、特に「比べ

る・繰り返す・試す」活動が重要となる。 

 

（２）伝え合い、深め合う場の設定 

 本学級の児童は、これまでの学習でペア交流を中心

に伝える場を設けてきた。ペア交流では主にお互いの

考えを確認する、同じか違うかを判断するという機能

を持たせてきた。また、グループ交流では、リーダー

が司会となり、メンバーの意見や考えを確認し、共通

点を見つけるという経験をしてきている。 

 本単元では、おもちゃの仕組みやより良くしたりす

る方法を考える中で、具体的な作業を繰り返し行った

り、友達のおもちゃと比較する場や情報を交換する場

を設けたりして、児童同士が必要感をもって関わって

いけるよう、伝え合う場を設定する。 

 また、自分の考えと他の考えを比較することで、よ

り良い考えはないかと思考をめぐらし、視野を広げる

基礎を培っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単元計画＞（ １６時間扱い 本時７／１６） 

１ 

・

２ 

 

 

 

 

《動くおもちゃで遊んでみよう》 

・１年生の時に作ったおもちゃを思い出し、用

意されているおもちゃで遊ぶ。 

・どんな力で動くのか話し合い、付箋に書き入

れる。 

３ 

・ 

４ 

《作ってみたいおもちゃの計画を立てよう》 

・自分が作ってみたいおもちゃを決め、「おもち

ゃ作りの計画」（ワークシート）を立てる。 

５ 

・ 

６ 

《おもちゃを作って遊んでみよう》 

・計画に沿っておもちゃをつくる。 

 （おもちゃを作る場所、作ったおもちゃで遊

ぶ場所の設定を工夫する） 

・材料や動きの似ているおもちゃごとに集まっ

て、グループを作る。 

・困ったことや“もっと、こうしたい”という

ことを付箋に書き入れておく。 

７ 

本

時 

・ 

８ 

・ 

９ 

《作ったおもちゃをパワーアップさせよう》 

・動きをもっとよくするための方法を考え、自

分のおもちゃを改良する。 

・「おもちゃづくりほうこく書」（ワークシート）

に工夫した点を書き入れる。 

・おもちゃ作りで工夫したところを伝え合い、

自分や友達のおもちゃのよいところを認め合

う。 

10 

・ 

11 

・ 

12 

《おもちゃランドの計画を立てよう》 

・作ったおもちゃを使って、おもちゃランドを

開く計画を立てる。 

・おもちゃランドを開く準備をする。 

 （連絡方法・招待状・会場の準備について） 

13 

・ 

14 

《おもちゃランド楽しもう》 

・おもちゃランドを開き、保育園児に遊び方を

教えたり、一緒に遊んだりする。 

15 

・ 

16 

《たいけんやせいちょうの 

ふりかえりをしよう》 

・おもちゃ作りをしたり、おもちゃランドを開

いたりして、気付いたことを付箋に書き入れ

る。 

・付箋を交流し、自分なりの方法（絵や文、紙

芝居など）で伝え合う。 

 

 

＜単元の目標＞ 

身近にある物を使って、動くおもちゃを工夫

して作り、おもちゃ作りや動くおもちゃを使っ

た「おもちゃランド」の遊びを通して、その動

きの面白さや不思議さに気付き、みんなで楽し

むことができる。 

おもちゃランドで楽しもう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

〈本時の展開〉（７／１６） 

 子どもの学習活動・意識 
教師の関わり 

（ 評価 / ・留意点） 

と

ら

え

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考

え

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．前時までの振り返り（５分） 

 ・楽しんでもらうために、もうちょっと遠くまで動いてほしい 

 ・もっと速く動いた方が、喜んでくれる。 

 ・もっと面白い動き方にしたいな。 

 

２．本時の課題を立てる（５分） 

 ※前時に書いた付箋を提示することで、本時の見通しをもてる

ようにする。 

  ・「□□くんみたいに、もっと～～にしたいな。」 

 

 

 

《場の設定》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．パワーアップする方法をグループで交流し、手直しをする。 

                        （２５分） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・おもちゃで遊んでいる様子の写

真を提示することで、前時の様

子を振り返りやすくする。 

 

 

・「パワーアップ」とは、困って

いることを解決したり、もっと

よく動くこととしておさえる。 

 

 

 

 

 

・パワーアップしたら、もっと楽

しく遊ぶことができるという

見通しをもたせる。 

 

・ミニホワイトボードに記入する

児童をグループで１人決めてお

き、すぐに交流できるようにす

る。 

 

 

 

・比べるポイントは、 

 「動き方」・「仕組み」 

 「可動部の作り方」など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈本時の目標〉 ◎保育園児に、より楽しんでもらうという目的意識をもって、友達同士で教え合いなが

ら、作ったおもちゃを工夫して手直しすることができる。 

 

〈核となるキーワード〉①『○○すると、もっと△△になるのではないか』 
            ②『○○したら、前より△△になって、 

よろこんで（楽しんで）もらえる』 
 

グループごとに、「交流→

手直し→交流」を繰り返し

行う。自分（友達）のおも

ちゃがパワーアップする

まで繰り返す。 

 

 

 

 

 

 

ゴムをながくした

らどうかな？ 

ねん土の形をかえ

たらどうだろう？ 

友 達 の お も ち ゃ

と く ら べ て み よ

う。 

もっと高くとばし

たいな。 

もっと面白いうご

き方にしたいな。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深

め

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．手直ししてパワーアップできたところや次回手直ししたいこ

とを発表する。（１０分） 

 ・「ほ」を大きくしたら、前より弱い力でも、すすむようにな

ったよ。 

 ・パラシュートが上手く開かなかったので、糸をつける部分を 

  工夫したいな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パワーアップが成功した児童に

は、どんな方法を使うとうまく

いったのかを聞いて、整理して

おく。 

 

 

 

 

 

 

・なかなかパワーアップしないと

きは、どこを手直ししたいかを

確認し、よく動くおもちゃと比

べたりできるように、子ども同

士の言葉をつなぐ。 

 

・パワーアップしたことにより、

おもちゃランドが楽しくなり

そうだという見通しをもてる

ようにまとめる。 

〈板書計画〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前よりも、速く走る

ようになった。 

輪ゴムを２本にしたら高く

飛ぶようになった。 

ねん土の形をかえたら、おも

しろいうごきになった。 

《評価》思考・表現 

友達と教え合ったことをも

とに、自分のおもちゃを工夫

して手直ししている。 

（行動・ミニホワイトボード） 

《こんな言葉が出てくる交流に》 

・○○君のおもちゃは、タイヤの中心

に竹ひごをさしているね。真ん中に

さすと、まっすぐすすむんだね。 

《こんな言葉が出てくる交流に（＋
プラス

）》 

・○○さんのおもちゃは、おもしろいう

ごき方だね。このほうが保育園の友達

が楽しめるね。ねん土の形をかえたら、

おもしろいうごき方になりそうだね。 

きっと、保育園のみんなも楽

しくあそんでくれるね。 

保育園のみんなに 

たのしんでもらうために 

パラシュートの 

「もっと、 

こうしたい」 

ロケットの 

「もっと、 

こうしたい」 

かたごと車の 

「もっと、 

こうしたい」 

ほかけ車の 

「もっと、 

こうしたい」 

風船車の 

「もっと、 

こうしたい」 

あれ？うまくいか

ないぞ。どうして。 

もう少し、～～し

てみたらどう？ 


